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＜記念講演＞ 
 
わたしと図書館 
－図書館情報学教育 40 年を回顧して－ 
 
 
高橋 和子 
 
 
明治大学図書館情報学研究会では，2018 年 12 月 8 日（土），明治大学和泉キャンパス・メ
ディア棟 M302 教室において 2018 年度第 2回例会を開催し，相模女子大学名誉教授の高橋和
子氏による記念講演「わたしと図書館：図書館情報学教育 40 年を回顧して」を行った（共
催：日本図書館文化史研究会）。高橋氏が 45 年間在籍した相模女子大学の司書・司書教諭課
程の歴史を振り返ることで，日本における戦後図書館学教育の一面を考察する。 
      
 
高橋氏略歴：香川県出身。1959 年（昭和 34），相模
女子大学学芸学部国文学科（現 日本語日本文学科）
卒業。同大学助手，短期大学部講師，大学助教授を
経て，1976年（昭和51）から28年間にわたって教
授職を務める。図書館司書・司書教諭課程の教育，
研究の任に当たる傍ら，附属図書館長をはじめ，大
学関係の役職にも携わった。2017年（平成29），瑞
宝中綬章を叙勲。著書に，『図書館概論』（新・図書
館学シリーズ1）共著，樹村房, 1998.ほか。 
 
はじめに 
 
こんにちは。私，相模女子大学の司書課程を長く
担当しておりました高橋和子と申します。現在，相
模女子大学の名誉教授という肩書をいただいている
のですけれども，本当にこういう場でお話をさせて
いただくということ，とてもおこがましいのですが，
レジュメを一応用意してまいりましたので，皆さん
方のほうでお目通しいただけたらと思います。それ
を踏まえながら，時間の制約もあり余り十分なお話
もできないと思いますが，今までのことを思い出し
ながら，お話させていただきます。 
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たかはし かずこ  
相模女子大学名誉教授 
 
1. 相模女子大学司書・司書教諭課程 
 
大学は学部だけ卒業しました。皆さん方，お若い
方はいろいろな形で，大学院などでお勉強していら
っしゃると思うし，日本図書館文化史研究会の皆さ
ん方は，それぞれのお立場で学歴もおもちだと思い
ますが，私にはそういうものはありません。一応，
図書館学の世界で何とかやってきました。 
 会のはじめに，司会の三浦太郎先生からもちょっ
とご紹介がございましたけれども，プロフィールを
簡単に配布資料に記しました。相模女子大学の司
書・司書教諭課程がもともとのスタートでありまし
た。その後，司書の資格は東洋大学の司書講習でと
りました。それから，今の筑波大学の情報関係の学
部，当時の図書館短期大学の別科というところでお
勉強をさせていただきました。別科の学生さんたち
と一緒に，1 年間でしたけれども，大学から勉強に
行ってきていいということで出していただいて，い
ろいろな先生方との出会いもありましたし，私なり
に積極的に先生方と対応させていただきながら勉強
いたしました。 
 そもそも，なぜ私が図書館司書に関心をもったか
といいますと，出身は香川の県立高校なのですが，
当時としては珍しく西洋建築の立派な独立した図書
館で，本当に高等学校にこんなすばらしい図書館が
あるのかなと思うほどでした。当時の職員としては，
女性が２人，男性が１人いらして，司書の資格をも
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っていらっしゃるかということまでは聞きませんで
したけれども，ともかく休憩時間に行っても，放課
後に行ってもよく面倒をみてくださいました。そこ
で，やはり司書のお姉さんというのはすごいなと。
自分も将来，そういう立場で何か仕事でももてると
いいなと，とても司書のお姉さんに憧れていた面が
ありました。それが多分，今日の自分の生きざまに
つながっているのではないかと思っています。 
 ここで，相模女子大学の司書課程の話を少ししな
ければいけないと思うのですけれども，司書課程の
設置が決まったのが1960年（昭和35）です――昭
和 35 年なんて，まだ生まれていない方ばかりだろ
うし，今日みえている研究会の方たちの中でも，お
そらく私が一番年上ではないかと思うのですが――。
翌年に司書と司書教諭と両方が開講されまして，私
立の女子大の課程としてスタートしたわけです。こ
の生みの親，育ての親といってもいいのは，裏田武
夫先生でした。当時，東大で一番若くして助教授に
なられた先生だというようなお話を伺ったことがあ
るのですが，その先生が中心になってくださいまし
た。もう1人，石田清一さんとおっしゃる方は，今
でいう文部省の社会教育課の担当官だったと思うの
ですが，その2人が相模女子大学の図書館学のスタ
ートを支えてくださいました。裏田先生はもう故人
ですが，15年間，相模女子大学で非常勤としてお務
めくださっていて，私の大学の，いわゆる図書館学
というものは，この先生が中心になって開かれたと
いうように申し上げていいと思うのです。 
 お手元のレジュメでは，資料1から4という資料
をつけてありますというように書いてありますけれ
ども，相模女子大学の司書課程の 40 年間を私がま
とめました1)。始めの頃は，日本の図書館情報学も
含めて図書館情報学教育というものが本当にスター
トの時期だったのではないかと思います。資料を調
べましたところ，昭和 35 年頃に司書と司書教諭を
開講していた大学というのは，私立の女子大学とい
うことでいいましたら青山学院大学が出てきました
が，ほとんどまだなかったということができるよう
に思います。 
 それで，資料1に「図書館司書・司書教諭課程担
当教員一覧」というものを用意してまいりました2)。
おそらく本日出席されている皆さん方で，学生の方
はともかくとして，研究会の方たちも，担当教員一
覧というものをみていただきますと，この先生知っ
ているというようにチェックできることもおありか
と思いますけれども，相模女子大学の課程創設時か
ら 2001 年（平成 13）3 月までの司書・司書教諭課
程を担当してくださった方のお名前を全部とりまと
めた資料です。私の定年退職後の部分で空欄になっ
ている箇所もありますけれども，私からあえていわ
せていただくとしたら，相模女子大学の司書・司書
教諭課程の全てはこのリストに尽きるというように
思っています。この中には，もちろんまだ現役で専
門分野で頑張っていらっしゃる方もいろいろいらっ
しゃいます。倉田敬子先生（慶應義塾大学），長田秀
一先生（亜細亜大学），根本彰先生（慶應義塾大学），
平野英俊先生（日本大学）などのお名前もみえます
が，ともかく非常にいろいろな面で私どもの大学の
課程を支えてくださった先生方です。 
 それで，次の資料2のほうは今，回覧しておりま
す『相模女子大学図書館学教育 40 周年記念誌』の
編集後記のところをちょっとコピーしたものです3)。 
 資料 3 では，かかわってくださった先生方が司
書・司書教諭課程を担当して思い出をお書きくださ
ったものや，卒業生が大学時代に勉強した過程とか，
社会人になって図書館の現場でお仕事をしたときの
いろいろな感想などについて，お配りした資料では
目次だけを入れてあります4)。今は資格をとっても，
なかなか正規のスタッフとして図書館の現場で仕事
をもつというのは，いろいろな面で厳しい状況があ
るのですけれども，卒業生からのレポートといいま
しょうか，思い出原稿を書いていただいた中でも，
いろいろと図書館の現場で頑張っている様子なども
全部書いてあります。特に先生方からのコメントは，
全先生方からはいただきませんでしたが，非常にそ
れぞれ思い思いお書きくださっていて，こういう資
料も1つあるということでご紹介いたしました。 
 私も，司書課程で学生を指導する立場でずっと来
ましたけれども，相模女子大学に司書課程ができた
ころと，今の社会状況などというのは，陳腐な言い
方ですが，本当に隔世の感があるというように申し
上げてもいいくらいです。今ここで学んでおられる
学生さんたちにとっては，自分たちからみて，本当
に昔の話ねというように思われるかと思うのですが，
当時としては，やはり他大学に比べて早くに司書・
司書教諭課程を開講して対応しようという大学の意
気込みもあったというように理解していただいたほ
うがいいと思います。 
 私自身も，この分野については最初からいろいろ
と卒業生の一人としてかかわりをもってきていまし
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設置が決まったのが1960年（昭和35）です――昭
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た。定年までもちろん司書課程をずっと担当してき
ましたので，いろいろな面で人生の主要な部分はこ
の大学の司書・司書教諭課程で自分も勉強し，育て
てもらったと思いますし，それを踏まえて社会活動
もさせていただきました。 
 
2. 相模女子大学附属図書館長時代 
 
細かいことは時間の関係で十分お話ができないと
思いますけれども，1 つは，私自身の，こんなとこ
ろで自分史を語るのも気恥ずかしいのですが，一応
かかわってきたことを大まかにまとめておきました。
大学附属図書館の図書館長時代というのが2回ござ
いまして（1 期 1984 年，2 期 1995 年），大学の附
属図書館というのは，今はもう全部，派遣で賄って
いるというような形になるのですけれども，私のと
きに，図書館の仕事というのは管理職としては非常
に厳しい面と同時に，いろいろとほかの委員会にか
かわらなければいけない面もあったりして，自分自
身の経験からいくと，とても大変な職だというよう
に思って任を務めてまいりました。 
 特に私がかかわりましたときというのは，大学の
附属図書館を建設するような状況がありました。大
学図書館の建築などというのは，お金もかかるし，
つくろうなどということを考えてから実際に実現す
るまでに，極端な言い方をしたら何十年もかかって
いるというようにいってもいいほど紆余曲折があり
ます。どこの大学でも大変なのではないかと思って
いますけれども，私がたまたまかかわったときは，
館長職として責任をもっていろいろ企画立案ではな
いですけれども，まとめていかなければいけない立
場に立たされたというようなことでありました。
1984 年（昭和 59）5 月に「図書館建設委員会」を
発起させ，委員長として基本構想の検討を重ね，こ
の年の 10 月に学長に中間答申を提出しました。さ
らに綿密な検討を重ね，1987年（昭和62）3月に2
次答申として「図書館建設基本構想案」を策定しま
した。 
 図書館というのは，大学の中では図書館長か図書
館の人だけで仕事ができる場面ではありませんので，
日ごろ大学関係，法人の関係とか，いろいろな状況
の中でかかわっていかなければいけません。私なり
に苦労というとおかしいですが，新しい図書館の誕
生を夢みながら，大変苦労したということは，今に
なればそれなりにいい経験をさせていただいたとい
うようなことになると思います。 
 1992年（平成4）に附属図書館がスタートすると，
レジュメにも書いておきましたけれども，1994 年
（平成6）に第10回日本図書館協会の建築賞をいた
だけることになりまして，曲がりなりにも評価いた
だけるような図書館ができたかなと思っています。
実際，図書館，俗にいう箱物という言葉は私は余り
好きではないのですが，そういう表現をするならば，
でき上がった図書館というのは，完全に満足できる
ものであったかというと，あそこはこうすればよか
ったとか，いろいろあります。だけれども，そのと
きの状況の中では一番ベストな判断であったと思い
ます。 
 今では卒業生が母校にホームカミングデーなどに
来て集まる機会には，必ず大学図書館見学などもあ
って，自分の学生時代に比べて本当にいい図書館で，
こんな時代に勉強したかったなどと，当時の学生か
らそんな話を聞きます。当初は「木造平屋建て，瓦
葺きで歩くと床が軋んで音が発生する鴬貼りの図書
館」でしたから。建築のことというのは私，専門で
はありませんから，委員会を立ち上げて，いろいろ
と皆さん方に協力いただいて，でき上がった図書館
が一応の評価を得たということで，自分の館長時代
としてはまあまあだったかなと思っています。 
 職員は全部，有資格者でした。女性と男性の割合
は，私が館長時代も男性職員が 5 人くらいでした。
女性図書館員は本学の卒業生でほとんどでした。そ
れで，往々にして女性の図書館員も，皆さん方それ
ぞれの力量の中で仕事をするわけですけれども，1
つは，私が本学の卒業生の館長だということと，司
書課程をみんな勉強してきている人たち，ありてい
にいえば教え子ということになりますね。特に私は，
どちらかというと厳しいほうだったと思います。な
れ合いは絶対にできないというように，むしろ図書
館のスタッフのほうが，そのように自覚して仕事を
してきたと思います。 
 現在の管理・運営面に関しては全く不満というよ
りも，これから先，大学としてはもうちょっとちゃ
んとしてよ，どうしてくれるのというような感想を
もっています。大学の方針で，今，非正規職員を中
心に運営されているというようなことです。私，大
変古風な人間かもわからないのですけれども，大学
図書館というのは，やはり館長以下，図書館の正規
のスタッフで全て介入していただくのが当たり前だ
し，それが図書館の姿だというようにずっと思って
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きました。ところが，今の時代はサービスが続かな
かったりだとか，できていたサービスが提供できな
くなっていたりとか，そういうところを残念に思っ
ています。 
 
3. 図書館関係の社会活動について 
 
3.1 神奈川県図書館協議会委員（12 年間） 
私，図書館関係のいろいろな委員会活動とかかわ
りをもったものが結構多くありました。まず，神奈
川県図書館協議会委員です。これは 12 年間務めま
した。やはり県の図書館協議会ですから，「図書館の
図書館」という姿勢をとても貫かれていたと思いま
す。協議会も委員会としてもとても格式をもってい
るというか，いろいろな面で担当部局のスタッフの
方たちももちろんですけれども，10人ほどのメンバ
ーだったと思いますが，自分自身もしっかり勉強し
て協議会の一員としてかかわっていかなければいけ
ないという状況でありました。 
 図書館協議会については，図書館法第４条に図書
館協議会は何をするということが示されています。
「図書館協議会は図書館の運営に関し館長の諮問に
応じるとともに，図書館の行う図書館奉仕につき館
長に対して意見を述べる」ことです。今，図書館協
議会についてはいろいろな意見などもあって一概に
何とも申し上げられませんが，原則としてはやはり
図書館協議会というのはあったほうがいいと私は思
います。 
 
3.2 川崎市立図書館協議会委員（10 年間） 
私，川崎市民なものですから，川崎のいろいろな
委員会にもかかわらせていただきました。今日ご出
席されている長倉美恵子先生（元・東京学芸大学）
などは，もちろん私の大先輩の先生ですけれども，
協議会などのお仕事をご一緒したこともあります。 
 川崎市立図書館協議会も，ずっと委員としてかか
わってまいりましたが，川崎は委員会活動，ただ議
論したということには終わらないように，必ず報告
書というか，毎年の活動報告をちゃんと文書にとり
まとめていました。そして，バックナンバーも保管
していて，図書館協議会としては川崎市はちゃんし
ていたというとおかしいのだけれども，委員会とし
て行政のほうもしっかり対応してくれていた組織で
あったというように思っています。この図書館協議
会は2年に1回の任期制ですけれども，これまでど
んな協議をしてきたか，お手元の資料ではリストア
ップしてあります。 
・『生活に役立つ図書館』（平成12,13年度） 
・『図書館とボランティア』（平成14,15年度） 
・『川崎市立図書館における図書館員の専門性のあり
方について』（平成16,17年度） 
・『川崎市立図書館の運営理念と活動目標について』
（平成18,19年度） 
・『川崎としての特色ある図書館のあり方について』
（平成20,21年度） 
 2 年間でどんな検討をしたか，何をしたかという
ことのタイトルだけリストしておきました。一応私
が責任者としてかかわってきた委員会ももちろん，
委員として自分なりのちゃんとした見識をもって会
議に臨まないと，いいかげんにはできないというよ
うな委員会でした。いわゆる行政の管理というのは
意外と，会議はしたけれども，別に記録をつくらな
いところも多いと聞いたことがありますが，少なく
とも川崎は，そういう面はとてもちゃんとしていた
というように思います。 
 
3.3 川崎市社会教育委員（10 年間） 
その次にかかわった仕事の中で，資料 3-3 の川崎
市社会教育委員があります。川崎市は昔から社会教
育がとても活発であるというように当時の行政の担
当者からもいわれていて，皆さん方しっかり委員に
対しても物がいえるほどのちゃんと勉強してきまし
た。私などはむしろ，当初はとても，委員会に出て
行政の方からお勉強させていただいたというような
感じをもっています。 
 川崎もこのごろ制度がいろいろ変わってきている
ようですけれども，図書館協議会も社会教育委員も，
委員が全部役割分担ではないですが，委員会の議長，
副議長が報告書を作成していました。行政は最後に
みてくださるということです。一般的に皆さんの話
を聞いていますと，事務局が大体まとめをして，今
年度の報告書はこんな程度でいいですかといって，
委員が「結構です」ということで終わるらしいです
けれども，川崎はとても厳しくて，委員となると，
議長や副議長を中心にそういうまとめ役を全部させ
られてしまうわけです。行政会議に列席する担当者
は，いろいろと能力がある方が多いけれども，委員
のほうもただ単に会議に出席して意見を述べるとい
うことではなくて，全部，自分たちの手でまとめる。
私も責任の立場を受けたとき，最初はどうしたらい
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きました。ところが，今の時代はサービスが続かな
かったりだとか，できていたサービスが提供できな
くなっていたりとか，そういうところを残念に思っ
ています。 
 
3. 図書館関係の社会活動について 
 
3.1 神奈川県図書館協議会委員（12 年間） 
私，図書館関係のいろいろな委員会活動とかかわ
りをもったものが結構多くありました。まず，神奈
川県図書館協議会委員です。これは 12 年間務めま
した。やはり県の図書館協議会ですから，「図書館の
図書館」という姿勢をとても貫かれていたと思いま
す。協議会も委員会としてもとても格式をもってい
るというか，いろいろな面で担当部局のスタッフの
方たちももちろんですけれども，10人ほどのメンバ
ーだったと思いますが，自分自身もしっかり勉強し
て協議会の一員としてかかわっていかなければいけ
ないという状況でありました。 
 図書館協議会については，図書館法第４条に図書
館協議会は何をするということが示されています。
「図書館協議会は図書館の運営に関し館長の諮問に
応じるとともに，図書館の行う図書館奉仕につき館
長に対して意見を述べる」ことです。今，図書館協
議会についてはいろいろな意見などもあって一概に
何とも申し上げられませんが，原則としてはやはり
図書館協議会というのはあったほうがいいと私は思
います。 
 
3.2 川崎市立図書館協議会委員（10 年間） 
私，川崎市民なものですから，川崎のいろいろな
委員会にもかかわらせていただきました。今日ご出
席されている長倉美恵子先生（元・東京学芸大学）
などは，もちろん私の大先輩の先生ですけれども，
協議会などのお仕事をご一緒したこともあります。 
 川崎市立図書館協議会も，ずっと委員としてかか
わってまいりましたが，川崎は委員会活動，ただ議
論したということには終わらないように，必ず報告
書というか，毎年の活動報告をちゃんと文書にとり
まとめていました。そして，バックナンバーも保管
していて，図書館協議会としては川崎市はちゃんし
ていたというとおかしいのだけれども，委員会とし
て行政のほうもしっかり対応してくれていた組織で
あったというように思っています。この図書館協議
会は2年に1回の任期制ですけれども，これまでど
んな協議をしてきたか，お手元の資料ではリストア
ップしてあります。 
・『生活に役立つ図書館』（平成12,13年度） 
・『図書館とボランティア』（平成14,15年度） 
・『川崎市立図書館における図書館員の専門性のあり
方について』（平成16,17年度） 
・『川崎市立図書館の運営理念と活動目標について』
（平成18,19年度） 
・『川崎としての特色ある図書館のあり方について』
（平成20,21年度） 
 2 年間でどんな検討をしたか，何をしたかという
ことのタイトルだけリストしておきました。一応私
が責任者としてかかわってきた委員会ももちろん，
委員として自分なりのちゃんとした見識をもって会
議に臨まないと，いいかげんにはできないというよ
うな委員会でした。いわゆる行政の管理というのは
意外と，会議はしたけれども，別に記録をつくらな
いところも多いと聞いたことがありますが，少なく
とも川崎は，そういう面はとてもちゃんとしていた
というように思います。 
 
3.3 川崎市社会教育委員（10 年間） 
その次にかかわった仕事の中で，資料 3-3 の川崎
市社会教育委員があります。川崎市は昔から社会教
育がとても活発であるというように当時の行政の担
当者からもいわれていて，皆さん方しっかり委員に
対しても物がいえるほどのちゃんと勉強してきまし
た。私などはむしろ，当初はとても，委員会に出て
行政の方からお勉強させていただいたというような
感じをもっています。 
 川崎もこのごろ制度がいろいろ変わってきている
ようですけれども，図書館協議会も社会教育委員も，
委員が全部役割分担ではないですが，委員会の議長，
副議長が報告書を作成していました。行政は最後に
みてくださるということです。一般的に皆さんの話
を聞いていますと，事務局が大体まとめをして，今
年度の報告書はこんな程度でいいですかといって，
委員が「結構です」ということで終わるらしいです
けれども，川崎はとても厳しくて，委員となると，
議長や副議長を中心にそういうまとめ役を全部させ
られてしまうわけです。行政会議に列席する担当者
は，いろいろと能力がある方が多いけれども，委員
のほうもただ単に会議に出席して意見を述べるとい
うことではなくて，全部，自分たちの手でまとめる。
私も責任の立場を受けたとき，最初はどうしたらい
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いのかと思うくらい気になりましたが，そういう形
で川崎は社会教育のとても活発な市であることは間
違いありません。 
 そういう中で，行政の担当者といろいろとかかわ
りをもつことになりました。今でも川崎の行政の当
時の担当者などとは，何かちょっと催し物があれば
奉仕してくれるし，口もきくし，いろいろな面でヒ
ューマンネットワークがとてもよくできています。
これは自分にとっての財産でもあり，委員をさせて
いただいて，そういう面ももつことができてとても
よかったと思っています。 
 特に社会教育委員の立場では，文系出身者である
というようなことも兼ねて，行政の職員の研修会と
か，公共図書館の公開講座を，川崎だけではなくて，
他都市のものもあったのですが，いろいろとお仕事
をさせていただきました。特に作家と図書館とのか
かわりを自分なりに講座の資料として使うことも多
かったので，今日の資料でもちょっと書かせていた
だきました。 
 
・作家と図書館のライフワーク 
 例えば，きょうお目にかけます資料の中で，今，
回覧している資料が，私，自分がもっていなくて，
かつて自分がまとめておいた図書館と作家のことを
書いたものを図書館から借りてきて出させていただ
いたものです。ただ，とても活字が潰れそうで，自
分自身もみにくいので，あえてＡ3 の資料にコピー
してまとめてきました。資料5～11です。 
 例えば，ロンドンの漱石記念館とか5)，菊池寛の
図書館のこととか6)，いわゆる作家と図書館のこと
を私自身が，ライフワークというとおかしいですけ
れども，そういう立場でいろいろまとめました。こ
のあたりは公共図書館から講座を頼まれたり，職員
研修などでちょっとお話させていただかなければい
けないようなときに随分役に立ちました。皆さん方，
文学の世界というのは多くの方が読んでいらっしゃ
るし，とくに漱石などはとても関心がおありなので，
私も漱石と図書館について論文を書いたりしたので
す。 
 ロンドンの漱石記念館の話と，菊池寛の図書館体
験，これだけの話をしても1時間なんてすぐ終わっ
てしまうくらいです。ロンドンの夏目漱石の記念館，
ことの顛末は，このペーパーに書いておきましたけ
れども，皆さん方，ロンドンに行く機会は意外とお
ありではないでしょうか。その折には，ぜひお訪ね
いただくとよいと思います。漱石の代表的な作品，
皆さん方，いろいろお読みになっていると思うけれ
ども，やはり外国で，余り規模は大きくないが，ロ
ンドンに漱石記念館などというものがあって，そし
て，日本でも関心をもたなければどんなコレクショ
ンをもっているかなどというのはちょっとわかりに
くいかと思うのです。 
 ご参考までに，早稲田大学の出口保夫さんの『ロ
ンドン漱石文学散歩』（旺文社, 1986）をはじめ，
ロンドンの夏目漱石の文学のかかわりというのは何
冊か代表的な文献があります。現地に行かなくても，
とても楽しく読むことができますから，ぜひお読み
いただけるといいかなと思います。今日，ご参加い
ただいている大勢の方は今，学生の立場で図書館学
を勉強していらっしゃる方たちだから，たまたま卒
業旅行でロンドンに行こうと思う人がいるかもわか
らないし，家族でちょっと出かけるときがあったら
見てみてください。 
 私も，この日は漱石の記念館に行けると思ってい
なかったのだけれども，そこに書いたように，たま
たま訪問できました。ロンドンに行ったのは国際図
書館連盟（IFLA）の図書館大会のためでした。ち
ょうど司会の三浦先生が毎年，『図書館雑誌』に
IFLA 大会の報告などをお書きくださっていて，い
つも楽しく読ませていただいているのですが，若い
ころは時々，私もこの大会に参加させていただきま
した。たまたま漱石の記念館に行くときは，1987
年の第53回ブライトン大会でした。ロンドンから1
時間くらいの，日本でいえば熱海くらいのところで
すよね。それで，思い立って訪問できたというよう
なことでした。 
 資料では，漱石が神経衰弱で，とても憂鬱そうな
ポストカードの写真を載せていますけれども，これ
は403番目の入館者が高橋和子ですという意味です。
このポストカードの下にその番号と，神経衰弱云々
みたいな説明も書いて，現在の漱石の博物館のある
下宿先の写真がついています。今，本当はこの絵は
がき，入館書になっている実物を皆さん方にお目に
かけられるとよかったのですけれども，その後，引
っ越しをしたりした関係で，今どこにしまってしま
ったのかちょっと出てこなくなっています。コピー
でご覧いただきました。 
 
 さて，社会教育委員の仕事ですが，行政にとって，
この委員会というのは結構大切な委員会でもあると
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思うのですけれども，私自身は，委員の立場で研修
会の講師を頼まれたりしたことが多くありました。
公開講座に受講でみえる方。それから行政の職員研
修，いろいろありました。たまたま私が作家と図書
館のことを調べる環境にあって，わが国の国立図書
館が当時どういう状況だったかというようなテーマ
でまとめる機会もありました。資料5です。 
 『上野図書館八十年略史』（1953）が参考になり
ましたが，このほかにも，西村正守さんが 1972 年
（昭和45）に『国立国会図書館月報』で書かれた「上
野図書館掲示板今昔記」，その 1 からその 5 まであ
ります，いろいろな面で役に立ちました。 
 図書館は今，無料公開が原則ですけれども，戦前
はほとんど有料制でした。明治時代のはじめをみて
も，無料公開の期間は，1875年（明治8）の東京書
籍館開館から東京府書籍館，東京図書館に至る，た
った 10 年間でした。今，公的な図書館は有料制と
いうのは考えにくいですが，日本の国立国会図書館
や公共図書館で現在，無料制がとられているのも紆
余曲折があってのことです。名称も書籍館から国立
図書館，支部上野図書館と変遷しています。今，上
野図書館は国際子ども図書館ということですけれど
も，作家と図書館のことを調べることから派生して，
こうしたこともございました。また機会があったら，
実際ほかの文献とも比較しながら調べていただくと
いいかなというように思います。 
 
3.4 図書館フォーラム・かわさき 
次は，私がかかわってきた仕事の中でとても大切
に思ってきた「図書館フォーラム・かわさき」です。
これは，今，ピンクの薄い報告書，第18回のもの7)
を回覧させていただいていますけれども，資料 12，
13をご用意しています。この図書館フォーラムを立
ち上げるときの経緯を私のほうで書き出したもので
す。図書館フォーラムは 18 回，開催しておりまし
て，これもいつもご指導いただいている，今日ご出
席の長倉先生なども毎回ご参加くださって，いろい
ろコメントしてくださいました。 
 1998年（平成10）から18年間続けた活動ですが，
生みの親であり，育ての親であることを自負してお
ります。立ち上げたときは，川崎市のことを気がか
りな一市民として何ができるか，どうすれば図書館
が活気に満ちた施設になるかと，日頃から面識を得
ている図書館に関心のある仲間や，図書館スタッフ
と語り合うところから生まれました。市民・市職員・
教職員が協力できる，話し合える場をもつことで検
討してみようというのが本音でした。まったく手作
りの会ですから，月1回の学習会も皆さん，自発的
に集まってくる通知なしの集会でした。 
 年に1回，図書館フォーラム・かわさき大会を開
催し，一年間の集大成としました。資料 13 にその
目次を入れておきました。2016 年（平成 28）が第
18回です。そのときは今，日本図書館協会の副理事
長ですが，西野一夫さんに「市民は図書館に何を求
めているか」について講演いただきましたが，西野
さんには川崎市の図書館長であったときから，ご協
力いただきました。 
 第16回以降は「ワールドカフェ」ということで，
毎回テーマを用意して，それについて皆さん方にデ
ィスカッションしていただくことをしていました。
参加した方は，グループ分けをして，グループの中
で自分の意見をなるべく述べられるようにしました。
第 18 回のワールドカフェのときには，①「読む，
知る」が1つのテーマ，②「出会う，参加する」と
いうのが1つ，③「私の図書館」をもう１つという
ことで，自分で関心のあるところで話をする。だか
ら，参加して，ただ話を聞いているのではなくて，
グループの中で，私はこう思います，私はこのよう
に考えたらいいと思いますということで，それぞれ
参加者が，いいかえれば，それぞれのテーブルでお
しゃべりをする。それで，そこのチームリーダーと
いうとおかしいですけれども，報告を一人のリーダ
ーにまとめてもらうというような形です。 
 ワールドカフェというのは，ある意味では，1 つ
の集会に参加した方が，みんな自分の思い思いのこ
とがまずしゃべれる，話せる機会が得られるという
ようなことです。集会の中には，一人で何もかも，
立ったら何十分もしゃべりたいような雰囲気の集会
もありますけれども，私どものフォーラムでは，何
か集会をもつときは，なるべく参加者がみんな平等
にお話できるようにしていました。最初は基調講演
があって，あとは各自のいろいろなことで話すわけ
です。 
 本日ご出席の皆さん方の中には，このフォーラム
の 18 回の記録をみていただきますと，結構著名な
先生にお話をしてもらっていることもあるのだねと
か，見ていただけると思います。 
 
 図書館フォーラム・かわさき基調講演講師 
第1回 肥田美代子氏（衆議院議員） 
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第2回 竹内悊氏（図書館情報大学名誉教授） 
第3回 高橋元夫氏（日本学校図書館学会理事） 
第4回 後藤暢氏（専修大学教授） 
第5回 朝比奈大作氏（横浜市立大学教授） 
第6回 小川俊彦氏（NPO「図書館の学校」副理事長） 
第7回 笠原良郎氏（全国学校図書館協議会顧問） 
第8回 関谷裕子氏（こぐま社編集者） 
第9回 宮川ひろ氏（児童文学者） 
第10回 高鷲忠美氏（八洲学園大学教授） 
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第17回 鈴木隆氏（川崎市立多摩図書館長）ほか 
第18回 西野一夫氏（日本図書館協会専務理事） 
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供とワールドカフェを実施した 
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い先生方をちゃんと呼んでいたわねというようなこ
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部記録をちゃんと冊子にしてまとめてあります。 
 今日は 18 回目の最後の記録のフォーラムの報告
書を皆さん方に回覧していますけれども，ともかく
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図書館仕事を終えてから協力してくれたりしていま
す。私はパソコンが余り上手ではなくて，苦手なの
ですが，委員会のいろいろなまとめをするときには，
みんなそれぞれの持ち味を生かしてちゃんと仕事を
してもらって，18回のフォーラムを終えたというよ
うなことになるかと思います。 
 
3.5 川崎市と富川市の図書館交流 
 時間がもう迫っていますが，川崎と富川（プチョ
ン）の交流の件に一言触れさせてください。 
 川崎と富川の図書館交流の委員会。これは回覧資
料を今 1 冊お回ししています。川崎と富川は 1996
年（平成8），友好都市を締結しており，2006年（平
成18）から図書館交流をスタートさせました。もと
もと富川からお呼びかけがあって，富川に「小さな
図書館」をつくるにあたり，日本の図書館から学び
たいという言葉から始まりました。一番最初の話を
有志でするとき，このときは IFLAソウル大会が開
かれていましたが，当時，西野さんから，あした富
川に行かないかとお話を受けたのだけれども，私は
その日は図書館見学の予定を立てていたので，スタ
ートの打ち合わせに行く機会を失しました。が，そ
の後，共同代表ということでずっとかかわってきて
います。 
 これについては，資料 14，15 を入れました。資
料 14 は発足時の，また資料 15 は交流10 周年のと
きの報告書の一部ですが，10周年のときは富川側の
チェ会長がとても力を入れて大がかりな交流会にな
りました。 
 日本と富川から2つずつ発表者が出まして，そし
て仕事をしたのですけれども，富川の図書館交流は，
一言でいうと，富川の若い図書館員のバイタリティ
ー，すごさを感じさせられました。日本の公共図書
館なんか，若い人，何やっているのと思うほど，皆
さん方，なかなかいい仕事をしています。フォーラ
ムもそうなのだけれども，日本の公共図書館の人と
いうのは，図書館の性格にもよるかと思いますが，
一日のローテーションで自分の与えられている仕事
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をこなすのが精いっぱいという感じがとても多いの
かなと。そういう気持ちをもっていますから，韓国
でも富川という一市の図書館ではあるのですが，若
い司書たちが活躍しているのを見るとたいへん刺激
を受けます。 
 図書館の司書といっても，ある意味では，日本で
いえば公民館のスタッフがやるような仕事なども含
めてお仕事をします。本を読んであげたり紹介して
あげたりするだけの仕事ではなくて，本当にもろも
ろの仕事をこなすという感じです。韓国を訪問なさ
った方，韓国に旅行している方は多いと思うのです
が，富川市などというのはソウルなどとは違うし，
もし韓国にゆっくり自分で見学してみたいなと思う
方がいたときは，お訪ねすることをお勧めしたいと
思っています。 
 
 おわりに 
 
今，とにかく韓国の図書館の世界も，ある意味で
は揺れ動いているというか，いろいろな状況があり
ますが，どこの国の公共図書館も，いろいろと問題
を抱えていると思います。今日，特に司書課程を受
講している若い学生の方に，私が申し上げられると
したら，司書課程の科目を一所懸命，勉強していた
だくことは大事ですが，なるべく旅行の機会とか，
国内でもそうですし，海外も含めて旅行に出かける
機会があったときに，やはり訪れた場所の図書館を
見てほしい。見学というか，ちょっと時間があった
ときにのぞくだけでも，立ち寄ってみると，またい
ろいろなことがみえてくるかなと思います。図書館
学というのは実学だというように私はいつも学生に
いってきたのだけれども，現場をもつ科学というよ
うに捉えると，本当に本を読んで，読んだところか
ら身についてくるのも1つですが，図書館学という
のは実際現場を自分の目で確認して，ちょっと雰囲
気を味わって，そこから1つの勉強の糧にするとい
うのも必要ではないかと思います。 
 だから，皆さん方，やはり基本的な勉強をしっか
りやることはもちろん大事ですが，担当の先生方か
らも，図書館見学に行ったほうがいいよとか，大事
だと思うよというお話は聞いていらっしゃると思い
ます。特に図書館などは，自分でいろいろと見学す
ることの中から，またお勉強するという1つの課題
も生まれてきます。そういう面で今後とも頑張って
いただきたいと思います。 
 また，今日，日本図書館文化史研究会の所属でご
出席くださっていらっしゃる諸先生方には，つたな
い話でとても恐縮ですけれども，私が今まで抱えて
いたことのお話をさせていただくことで，ご了承い
ただきたいと思います。 
 ということで，もうお時間が来てしまいました。
ありがとうございました。 
 
注・引用文献 
1) 『相模女子大学図書館学教育40周年記念誌』相
模女子大学司書・司書教諭課程（発行代表・高橋
和子）, 2001, 83p. 
2) 前掲1)，p.82. 
3) 前掲1)，p.83. 
4) 前掲1)，「目次」 
5) 高橋和子「倫敦漱石記念館」『相模女子大学国文
研究会会報』no.15, 1989, p.24-25.  
6) 高橋和子「菊池寛「出世」と図書館―なくした本
を追って―」『相模女子大学国文研究会会報』
no.25, 1999, p.1.  
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18回図書館を考える市民・市職員・教職員のつど
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